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品
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経
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方
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(
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小
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経

の
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思
想

日

下

俊

文

方
便

ど
い
う
言
葉
は
原
始
仏
典
に
も
散
見
す
る
が
、
特
に
方
便
が
多

種
多
様
な
意
味
に
用
ぃ
ら
れ
て
特
有
の
思
想
を
形
成
し
た
の
は
大
乗
仏

教
に
入

つ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
ご
で
は
初
期
大
乗
仏
教
を
代
表
す

る

『
小
品
般
若
』
に
あ
ら
わ
れ
た
方
便
思
想
を
考
察
し
た
い
。
中
国
に
お

け
る
階
唐

の
学
者
は
イ
ン
ド
以
来
行
な
わ
れ
て
き
た
方
便
の
意
義
を
巧

み
に
整

理
し
て
、
種

々
の
概
念
に
ま
ど
め

て
い
る
。
(浄
影
寺
慧
遠

の

『
大
乗
義
章
』
や

『
無
量
寿
経
義
硫
』
に
は
進
趣
、
(権
巧
、
施
造
、

集

成
の
四
種

の
方
便
を
示
し
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の

『勝
髪
宝
窟
』
に
は
進

趣
、
善

巧
、
善
権
、
施
造
、
離
相
巧
成
の
五
種
、

慈
恩
大
師
窺
基

の

『
法
華
玄
賛
』
に
は
進
趣
、
権
巧
、
施
為
、
集
成
の
四
種
を
示
し
て
方

便
の
義

を
大
別
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て

『
小
品
般
若
』
の

方
便

の
意
義
を
み
る
ど
五
種
に
分
類
で
き
る
ど
思
う
。
(
一
)
権
巧
方
便
、

(
二
)
施
造
方
便
、
(
上化
他
の
方
便
、
(
四
)虚
仮
の
方
便
、
上

は
虚
仮
の
方
便

を
除
く
ど
の
義
に
も
ど
れ
る
方
便

で
あ
る
。

こ
れ
を
表
に
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

(
一
)
権
巧
方
便
。

こ
ご
で
は
真
実

の
世
界

へ
導
く
て
だ
て
、
教
え
の
義

で
あ
る
が
、
仏
や
菩
薩
が
迷

い
の
衆
生
を
真
実

の
世
界

へ
導
く
て
だ
て

ど
し
て
の
方
便
で
は
な
く
、
主
に
作
仏
を
目
ざ

し
て
ぃ
る
菩
薩
の
方
便

で
あ
る
。
即
ち

「
自
他
の
救
済
の
た
め
の
す
べ
て
の
方
法
」
で
あ
る
が

主
ど
し
て
修
習
者
自
身
に
つ
い
て
の
方
法
で
あ

る
。
こ
れ
は

「
有
方
便

菩
薩
…
」
「
菩
薩
…
無
方
便
故
…
」
「菩
薩
…
方
便
所
護
故
…
」
等
と
用
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い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
方
便
は
自
他
の
区
別
な
く
作
仏
を
願
う
菩
薩
が

方
便
に
護
ら
れ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
方
便
が
有
る
か
否
か
ど
説
か
れ

て
い
る
。
船
喩
品
十
四
に
は
、
百
二
十
歳
の
老
人
が
病
身
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
床
を
起
き
て
歩
こ
う
ど
す
る
時
、

二
人
の
健
人
が
老
人
を
支
え

助
け
る
。
老
人
が
行
き
た
い
ど
思
う
所
ま
で
二
人
が
扶
け
る
の
で
道
半

ば
に
し
て
倒
れ
る
ご
ど
は
な
い
。
菩
薩
も
ま
た
是
の
よ
う
で
あ
る
と
い

う
。
即
ち
、
「
須
菩
提
よ
、
菩
薩
も
ま
た
是
の
如
し
。
阿
褥
多
擢
三
貌

三
菩
提
に
於
て
、
信
乃
至
進
あ
り
般
若
波
擢
蜜
ど
方
便
の
護
る
所
ど
為

す
が
故
に
。
当
に
知
る
べ
し
是
の
菩
薩
は
中
道
に
て
退
転
せ
ず
。
よ
く

阿
褥
多
擢
三
貌
三
菩
提
に
至
る
」
ど
い
い
、
菩
薩
は
般
若
波
擢
蜜
ど
方

便
に
護
ら
れ
て
道
半
ば
に
退
転
し
て
目
的
に
達
せ
ぬ
ご
ど
は
な
い
事
が

示
さ
れ

て
ぃ
る
。
ま
た

「菩
薩
摩
詞
薩
、
阿
褥
多
擢
三
貌
三
菩
提
を
得

ん
ど
欲

せ
ば
、
当
に
善
く
般
若
波
擢
蜜
と
方
便
を
行
ず
べ
し
」
等
ど
示

さ
れ
て
い
る
。

こ
ご
に
挙
げ
た
例
は
般
若
波
擢
蜜
と
方
便

ど
で
あ
る

が
、
た
だ
方
便
の
語
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
ど
ご
ろ
も
あ

る
。
「
菩
薩

は
般
若
波
擢
蜜
を
行
じ
、
方
便
の
護
る
所
の
故
に
、
第

一
実
際
を
証
せ

ず
、
阿
褥
多
擢
三
貌
三
菩
提

の
善
根
を
成
就
せ
ん
ど
欲
す
る
為
の
故

に
、
阿
褥
多
擢
三
貌
三
菩
提
を
成
就
す
る
時
乃
ち
第

一
実
際
を
証
す
」
、

ま
た

「
菩
薩
は
中
道
に
て
実
際
を
証
さ
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
、
是
の

菩
薩
は
方
便
の
所
護
の
故
に
」
ど
説
か
れ
て
い
る
。

こ
ご
に
用

い
ら
れ

て
い
る
方
便
は
声
聞
辟
支
仏
の
二
乗
と
菩
薩
ど
の

二
線
を
画
す
る
も
の

で
あ
つ
て
、
ま
た
大
乗
菩
薩
の
欠
く
ご
ど
の
で
き
ぬ
も
の
ど
し
て
示
さ

れ
て
ぃ
る
。
さ
ら
に
ま
た
方
便
の
な
い
菩
薩
は
増
長
慢
心
を
起
し
て
余

の
諸
菩
薩
を
軽
蔑
し
、
自
高
す
る
ご
ど
が
説
か
れ
て
ぃ
る
。
「
菩
薩

は

少
因
縁
を
以
て
僑
慢
心
を
生
ず
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
方
便
あ
る
ご

ど
な
し
と
す
る
。
必
ず
二
地
に
堕
す
。

も
し
く
は
声
聞
地
、
も
し
く
は

辟
支
仏
地
な
り
」
ど
。
こ
れ
ら
に
み
ら
れ
る
方
便
思
想
は
、
声
聞
辟
支

仏
の
二
地
を
過
ぎ
作
仏
せ
ん
と
す
る
ど
き
方
便

は
よ
く
仏
地

へ
菩
薩
を

導
く
の
で
あ
つ
て
、
方
便
な
き
菩
薩
は
軽
慢
の
心
を
起
し
て
二
地
に
堕

し
、

こ
の
菩
薩
は
声
聞
辟
支
仏
の
証
を
取
り
、
仏

の
無
上
智
慧
よ
り
遠

離
す
る
ご
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
菩
薩
が
退
転
す
る
の
は
方
便
力

が
な
く
、
不
退
転
で
あ
る
の
は
方
便
力
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
に
ご
の
方
便
は
仏
の
智
慧
を
得
る
ま
で
よ
く
護
り
よ
く
導
く
の
で
あ

る
。
菩
薩
が
二
地
に
堕
す
か
、
阿
褥
多
擢
三
貌
三
菩
提
を
得
る
か
は
方

便
の
有
無
に
よ
る
ご
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
菩

薩
が
二
地
を
取
る
の
は
方
便
が
な
い
か
ら
で
あ

つ
て
、
菩
薩
が
仏
地
を

得
る
の
は
方
便
に
よ
つ
て
得
る
ご
ど
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

こ
の
権
巧
方
便
に
よ
つ
て
菩
薩
道
が
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の

方
便
な
く
し
て
は
大
乗
菩
薩
道
は
成
就
で
き
な

い
ど
い
え
よ
う
。
ま
た

回
向
に
つ
い
て
も
般
若
波
擢
蜜
ど
方
便
を
学
し
、
得
る
ご
ど
に
よ
つ
て

無
上
正
等
覚

へ
よ
く
回
向
さ
れ
る
ど
示
さ
れ
て
い
る
。

O
施
造
方
便
。
大
乗
菩
薩
が
二
地
を
過
ぎ
て
、
薩
婆
若
、
作
仏
に
近

づ
く
に
し
た
が
ぃ
、
方
便
は
般
若
波
擢
蜜
を
行
ず
る
ご
ど
ど
密
接
に
関

連
し
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち

「須
菩
提
、
不
可
説
義
は

小
品
般
若
経
の
方
便
思
想

(旧

下
)
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小
品
般
若
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の
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便
思
想

(日

下
)

無
増
無
減

な
り
、
善
く
方
便
を
知
る
菩
薩
は
、
般
若
波
擢
蜜
を
修
す
る

時
、
是
の
念
を
作
さ
ず
、
檀
波
擢
蜜
も
し
く
は
増
し
、
も
し
く
は
減
ず

ど
。
是

の
念
を
作
す
、
是
の
檀
波
擢
蜜
は
但
だ
名
字
の
み
有
り
」
ど
。

ま
た

「
菩
薩
の
大
方
便
力
は

是
の
諸
相
の
過
を
知
り

而
も
無
相
を

取
ら
ず
」
、
ま
た

「是
の
心
(発
心
)
及
び
方
便
力
を
以

て
の
故

に
、
深

く
法
相
を
観
ず
る
に
、
も
し
ぐ
は
空
も
し
く
は
無
相
無
作
無
起
無
生
無

所
得
な
り
」
等
ど
い
つ
て
、
方
便
力
を
も

つ
て
空
無
相
を
観
ず
る
ご
ど

が
説
か

れ
て
ぃ
る
。
ま
た
初
品
に
於
て
は
行
相
を
取
る
ご
ど
は

「
未
だ

善
く
方
便

を
知
ら
ず
」
ど
ぃ
い
、
深
功
徳
品
第
七
に
は

「微
妙
の
方
便

を
も

つ
て
、
色
を
障

へ
て
浬
梨
を
示
し
、
受
想
行
識
を
障

へ
て
浬
梨
を

示
す
」

ど
い
つ
て
、

こ
ご
に
は
不
取
相
、
不
分
別
ど
密
接
に
関
連
し
て

用

ぃ
ら

れ
て
ぃ
る
の
で
あ
る
。
・

(
三
)

化
他
の
方
便
。
仏
や
菩
薩
が
迷
い
の
衆
生
を
導
く
た
め
の
方
便
、

ぃ
わ
ゆ
る
向
下
的
方
便
で
あ
る
。
『
小
品
般
若
』
に
於
て
は
例

は
少

な

い
が
、
例

せ
ば

「
人
の
為
に
演
説
し
、
方
便
力
を
成
就
す
」
、
ま
た
「如

来
の
説

く
所
は
、
無
尽
無
量
空
無
相
無
作
無
起
無
生
無
所
有
無
染
浬
繋

な
り
、

但
だ
名
字
、
方
便
を
も
つ
て
の
故
に
説
く
」
ど
い
う
。

こ
れ
は

「是
の
文
字
章
句
相
貌
を
も
つ
て
般
若
波
擢
蜜
を
説
く
」
ご
ど
を
示
し

て
ぃ
る
。

す
な
わ
ち
仏
や
菩
薩
が
人

々
を
導
く
た
め
に
用
い
る
方
便
で

あ
る
。
ま
た

「或
時
説
法
者
の
た
め
に
諸
の
因
縁
を
作
し
、
好
妙
の
色

声
香
味
触
を
受
け
し
む
。
説
法
者
は
方
便
力
を
も

つ
.
 
て
の
故
に
、
是
の

五
欲
を
受
く
、
汝
此
の
中
に
於
て
不
浄
の
心
を
生
ず
る
ご
ど
な
か
れ
、

応
に
我
方
便
力
を
知
ら
ず
ど
念
言
す
べ
し
。
法
師
或
は
衆
生
を
利
益
し

善
根
を
種
え
し
め
ん
が
故
に
、
是
の
法
を
受
用
す
」
ど
い
つ
た
化
他
の

方
便
が
み
ら
れ
る
o

(
四
)
虚
仮
の
方
便
。

こ
れ
は
悪
魔
が
用
い
る
方
便
で
あ
る
。
即
ち

「悪

魔
ま
た
勤
め
て
方
便
を
作
し
、
般
若
波
擢
蜜
を
滅

せ
ん
ど
欲
す
ど
錐

も
、
諸
仏
は
亦
ま
た
勤
め
て
方
便
を
作
し
而
し
て
之
を
守
護
す
」
ど
い

う
。
ま
た
魔
事
品
で
は
単
に
悪
魔
の
用
い
る
方
便
が
み
ら
れ
る
ば
か
り

か
、
悪
魔
が
諸
人
を
偽
わ
る
方
便
も
み
ら
れ
る
。
「須
菩
提
、

仏

に
白

し
て
言
さ
く
、
世
尊
、
悪
魔
は
云
何
が
方
便
を
勤
作
し
て
、
人
を
し
て

般
若
波
擢
蜜
を
読
諦
修
習
す
る
ご
ど
を
得
こ
ら
し
む
や
。
須
菩
提
、
悪

魔
は
諸
人
を
論
証
し
て
是
の
言
を
作
す
。
此
は
真
の
般
若
波
擢
蜜
に
非

ず
、
我
有
す
る
所
の
経
、
是
れ
真
の
般
若
波
擢
蜜
な
り
と
。
須
菩
提
、

悪
魔
は
是
の
如
く
衆
人
を
論
証
す
る
な
り
」
ど
。

こ
ご
で
悪
魔
が
諸
人

を
偽
わ
る
方
便
が
み
ら
れ
る
ご
ど
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

(
五
)

い
ず
れ
の
義
に
も
ど
れ
る
方
便
。

こ
れ
は

「
菩
薩
の
方
便
力
は
皆

般
若
波
擢
蜜
よ
り
生
ず
」
、
「諸
仏
は
亦
ま
た
方
便
を
勤
作
し
て
而
し
て

之
を
守
護
す
」
、
ま
た

「
是
の
人
当
に
我
が
為
に
般
若
波
擢

蜜

ど
方
便

力
を
説
く
べ
し
」
ど
説
か
れ
て
、
施
造
、
化
他
等
の
方
便
に
分
類
で
き

な

い
も
の
で
あ
る
。

詳
細
は
西
山
学
報
28
号

「方
便
思
想
の
展
開
」
(
一
)
参
照

(西
山
短
期
大
学
講
師
)

-254-


